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２０２３年１２月３日 待降節第一主日礼拝説教 

「終わりが来るのであれば」（マルコ１３章２４～３７節） 

 

〇マルコ１３章１～２６節について 
 
「そのことは いつ起こるのですか。また、そのことが すべて

実現するときには、どんな徴が あるのですか。」（４節） 
 
＊そのこと：エルサレムの神殿が取り壊されること（２節） 
 
☞救い主イエスは、神殿が崩れる時、終わりの徴も現れると

語り、それらの徴（３～２３節）は、今まで繰り返し起き、  

終わりの日が近づけば、もっと明らかに示され、そして 

天変地異を伴い、キリストは天より降られる（２４～２６節）。 
 
〇マルコ１３章３１節の みことば 
 
「天地は 滅びるが、わたしの言葉は 決して滅びない。」 
 
※神の子イエスが来られるとき、いまある天と地は消え去る
けれども、キリストのみことばに依り頼む〈あなた〉は  
滅びから救われ、みことばが語る新しい天と地に導かれる。 

 
今日のみことば：マルコ１３章３３節 

「気
き

をつけて、目
め

を覚
さ

ましていなさい。その時
とき

が いつなのか、 

あなたがたには 分
わ

からないからである。」 
 
＊その時：キリストが来られ、すべてを新たにされるとき 
 
☆救い主イエスは、「あなたがたは、いつ わたしが来ても  

いいように、いつ終わりが来てもいいように、絶えず眼を

覚まして、みことばを聞き続けなさい」と命じられる。 
 
「主人が突然帰って来て、あなたがたが眠っているのを見つけるかもしれない。」（３６節） 
 
☞あなたにも備えられている〈終わりの日〉が、喜ばしい  

救いの時となるよう、共にキリストを待ち望み続けよう。 
 
※わたしたちの命も、大切な人の命も、やがては朽ちていく
ものであり、死んだ人が世に残していくもの、いまある  
すべてのものも消え去る〈世の終わり〉は、必ず来る。 
 

問：終わりが来るのであれば、なにを残そうと願うのか？ 


